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報告者[Rep01ter]

氏名[Full Name] 有泉 ’ 拓烏

学年[Year] 博士後期課程4年 I E-mail

所属[Affiliation] 人獣共通感染症国際共同研究所分子病態・診断部門

担当教員[Instructor]

氏名[Full Name] 1尾針 由真

署名[Signature]

所屈［Affiliation] 1人獣共通感染症国際共同研究所危機分析・対応部門

E-mail

活動報告[Activity Repmi] 
※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。／Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period.

タイトル[CourseTitle] I
ザンビアの野生小型哺乳類が保有するウイルスの調査研究

実施期間[Periods] 12024/7/9~2024/8/1 

共同実施者 lなし
[Other participants] 

言語[Language]

実施場所[Location]

I英語および日本語

Iザンビア共和国

申請時計画の実施報告[Report how you carried out your plan in the application form] 
本活動は概ね計画通りに実施された。ザンビアヘ到着後ザンビア大学獣医学部Africa Centre of 
Excellence for Infectious Diseases _of Humans and AnimalsのMartin Simuunza先生、人獣共通感染症
国際共同研究所危機分析・対応部門の尾針由真先生、北海道大学低温科学研究所生物環境部門の大舘智
志先生と共にザンビア国内における野生小型哺乳類のサンプリングに向けたミ ーティングを実施し、ザ
ンビア大学(7/11~7 /13)、Chaminuka Game Reserve (7/14~7/15)、Macha(7/18~7/21)、
Livingstone (7 /21~7/23)、Katete(7/25~7/27)でサンプリングを実施した。活動の詳細を以下に記
載する。

小型哺乳類の捕獲
本活動では野生小型哺乳類の捕獲に関する知識と経験を得ることを目的

とした。動物の捕獲には小型の箱罠（シャ ーマントラップ）およびカゴ罠
（ケー ジトラップ）を用いた。動物を誘引するために、ピーナッツバター

を加えたNsima、小魚の干物、ピーナッツ等をトラップ内ヘベイトとして入
れた。巣穴、小さなけもの道、奨など小型哺乳類の痕跡が見られた場所·
や、小型哺乳類が好む環境が整った場所を中心にトラップを設置した（写
真1)。トラップの回収を容易にするために、設置したトラップの近くに目
印となるテープを設岡した。トラップの設置は夕方、回収は早朝に実施し
た。

ザンビア大学では、実習農場と敷地内の草むらそれぞれに20~30のトラ
ップを設置した。実習農場では羅歯類の動物の裁が見つかり、協歯類が生
息していることが予想されたが捕獲には失敗した。ザンビア大学構内の草




